
令和６年３月市議会定例会議案件名

議案第 ３ 号 白河市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例

議案第 ４ 号 白河市公の施設の利用の特例に関する条例の一部を改正する条例

議案第 ５ 号 白河市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議案第 ６ 号 白河市新型コロナウイルス感染症対策資金貸付基金条例を廃止する条例

議案第 ７ 号 白河市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

議案第 ８ 号 白河市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例

議案第 ９ 号 白河市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例

議案第１０ 号 白河市老人福祉センター条例の一部を改正する条例

議案第１１ 号 白河市介護保険条例の一部を改正する条例

議案第１２ 号 白河市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の

一部を改正する条例

議案第１３ 号 白河市創業者支援施設条例を廃止する条例

議案第１４ 号 白河市白河駅前広場条例

議案第１５ 号 白河市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例

議案第１６ 号 白河市水道布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第１７ 号 社会資本整備総合交付金事業工業の森西線ほか道路改良舗装工事請負契約の一部

変更について

議案第１８ 号 白河市、西郷村、泉崎村、中島村及び矢吹町の公の施設の相互利用に関する協定

書の一部変更について

議案第１９ 号 市道路線の認定について

議案第２０ 号 令和６年度白河市一般会計予算

議案第２１ 号 令和６年度白河市小田川財産区特別会計予算

議案第２２ 号 令和６年度白河市大屋財産区特別会計予算

議案第２３ 号 令和６年度白河市樋ヶ沢財産区特別会計予算

議案第２４ 号 令和６年度白河市国民健康保険特別会計予算

議案第２５ 号 令和６年度白河市後期高齢者医療特別会計予算

議案第２６ 号 令和６年度白河市介護保険特別会計予算

議案第２７ 号 令和６年度白河市地方卸売市場特別会計予算

議案第２８ 号 令和６年度白河市水道事業会計予算



議案第２９ 号 令和６年度白河市工業用水道事業会計予算

議案第３０ 号 令和６年度白河市下水道事業会計予算

報告第 １ 号 専決処分の報告について

報告第 ２ 号 専決処分の報告について

報告第 ３ 号 専決処分の報告について
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令和６年３月市議会定例会議案要旨

議案第 ３ 号 白河市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一

部改正に伴い、引用する条項を整理するなど、所要の改正を行うものであります。

議案第 ４ 号 白河市公の施設の利用の特例に関する条例の一部を改正する条例

公の施設の相互利用の対象となる施設を更新するため、所要の改正を行うもの

であります。

議案第 ５ 号 白河市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員に対し、新たに勤勉手当を支

給するなど、所要の改正を行うものであります。

議案第 ６ 号 白河市新型コロナウイルス感染症対策資金貸付基金条例を廃止する条例

貸付金の償還が完了したことから、当該基金を廃止するため、条例を廃止する

ものであります。

議案第 ７ 号 白河市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に

伴い、重要事項をホームページにも掲示するなど、所要の改正を行うものであり

ます。

議案第 ８ 号 白河市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例

白二小第二児童クラブの新規開設及び白五小第二児童クラブの移転に伴い、所

要の改正を行うものであります。

議案第 ９ 号 白河市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例

制度改正に伴う利用料の変動に対応するため、所要の改正を行うものでありま

す。

議案第１０ 号 白河市老人福祉センター条例の一部を改正する条例

白河市表郷老人福祉センターの廃止に伴い、所要の改正を行うものであります。

議案第１１ 号 白河市介護保険条例の一部を改正する条例

介護保険法施行令の一部改正に伴い、標準段階の多段階化など、所要の改正を

行うものであります。

議案第１２ 号 白河市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の

一部を改正する条例

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、
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身体的拘束等の適正化のための措置を義務づけるなど、所要の改正を行うもので

あります。

議案第１３ 号 白河市創業者支援施設条例を廃止する条例

白河市創業者支援施設を閉鎖するため、条例を廃止するものであります。

議案第１４ 号 白河市白河駅前広場条例

白河駅前広場の占用及び使用の手続き等について定めるため、この条例を制定

するものであります。

議案第１５ 号 白河市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例

奨学資金貸与事業に係る減免制度の拡充にあたり、新たな減免規定を定めるた

め、所要の改正を行うものであります。

議案第１６ 号 白河市水道布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例

水道法の一部改正に伴い、水道整備・管理行政の権限等が移管されたため、所

要の改正を行うものであります。

議案第１７ 号 社会資本整備総合交付金事業工業の森西線ほか道路改良舗装工事請負契約の一部

変更について

工事の請負契約の一部を変更するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規

定により、議会の議決を得ようとするものであります。

議案第１８ 号 白河市、西郷村、泉崎村、中島村及び矢吹町の公の施設の相互利用に関する協定

書の一部変更について

公の施設の相互利用の対象となる施設を更新するため、地方自治法第２４４条

の３第３項の規定により、議会の議決を得ようとするものであります。

議案第１９ 号 市道路線の認定について

市道路線の認定をするため、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を

得ようとするものであります。

議案第２０ 号 令和６年度白河市一般会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、３１，３００，０００千円となり、前年度当初予算と比較して２，

１５０，０００千円増額となり、７．４％の増となりました。

歳入歳出款別内訳は、次のとおりであります。

歳入については、市税９，００９，２００千円、地方譲与税３７２，４６０千

円、利子割交付金２，３３８千円、配当割交付金２８，８６６千円、株式等譲渡

所得割交付金１９，６４９千円、法人事業税交付金１５２，６５８千円、地方消

費税交付金１，５２３，４８４千円、ゴルフ場利用税交付金２４，１０９千円、
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環境性能割交付金２４，８３９千円、地方特例交付金３０５，２２７千円、地方

交付税６，８７９，０８６千円、交通安全対策特別交付金５，７００千円、分担

金及び負担金１０１，６６５千円、使用料及び手数料２７４，３６７千円、国庫

支出金４，４４７，０８７千円、県支出金２，１１０，５０５千円、財産収入

１６３，２６５千円、寄附金５５５，９５１千円、繰入金１，８７３，８７９千

円、繰越金１千円、諸収入４１７，３６４千円、市債３，００８，３００千円と

なりました。

歳出については、議会費２６２，９２６千円、総務費４，９２７，１０１千円、

民生費９，２３６，１９８千円、衛生費２，０２５，０４０千円、労働費１３，

９４８千円、農林水産業費１，７４７，６０２千円、商工費８３１，５８９千円、

土木費３，７８９，２７０千円、消防費８７７，２４７千円、教育費４，４７４，

５７１千円、災害復旧費４千円、公債費３，０６４，５０４千円、予備費５０，

０００千円となりました。

事業の主なものは、次のとおりであります。

議会費

議会運営関係費 ２０７，３０３千円

総務費

複合施設整備事業 １，７６６，１０４千円

公共交通対策費 １２７，０４７千円

移住・定住推進事業 １０１，３９８千円

地域おこし協力隊活用事業 ５２，４１９千円

空き家対策事業 ３４，４０２千円

ふるさと応援事業 ２７３，６７３千円

ＤＸ推進事業 ２３，２３８千円

基幹業務系システム管理事業 １４４，５８５千円

白河地方広域市町村圏情報管理事業 １００，７７２千円

社会保障・税番号制度導入事業 ４４，１５４千円

民生費

障がい福祉サービス支給事業 １，２６０，０３８千円

障がい児福祉サービス支給事業 ４５１，２３９千円

生活保護扶助費 ７１６，８８２千円

児童手当支給事業 ９１８，７４３千円

児童扶養手当支給事業 ２５５，４２３千円

こども医療助成事業 ２７８，５８３千円
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白河っ子すくすく応援クーポン券支給事業 ３６，８６７千円

白河っ子小学校入学祝金支給事業 ２２，５０５千円

白河版こども誰でも通園事業 ２５，１２５千円

民営保育園等施設型給付事業 ８３２，８３８千円

放課後児童クラブ運営費 ２２５，３０４千円

介護予防・生活支援事業 ３２，６２５千円

衛生費

予防接種事業 ２４２，８０５千円

健康教育事業 ２２，６１２千円

健康診査事業 ８８，８２４千円

地域医療体制支援事業 ７８，９６０千円

不妊治療費用助成事業 ４，８００千円

妊産婦医療費助成事業 ６，０５１千円

出産・子育て応援事業 ４３，５３０千円

母子健やか支援事業 ７１，３２８千円

環境保全促進事業 １２４，８４２千円

白河地方広域市町村圏整備組合負担金 ８１０，９８７千円

労働費

雇用機会確保事業 ８，９３８千円

農林水産業費

農業振興対策事業 ８３，８３３千円

新規就農支援事業 ５８，４３３千円

農業用施設整備"結"支援事業 ３０，０００千円

多面的機能支払交付金事業 ２０２，４４２千円

農業水路等長寿命化・防災減災事業 ７６，２５０千円

緊急浚渫推進事業（農業用ため池） ６０，０００千円

農業用施設維持管理事業 ４１，９００千円

広葉樹林再生事業 １１１，５００千円

ふくしま森林再生事業 ３２，９５８千円

商工費

商工業振興対策事業 １０８，４０６千円

中心市街地活性化事業 ６０，９０４千円

産業プラザ運営費 ５７，４４５千円

起業・創業支援事業 １７，１６６千円
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若者定着産業力強化事業 １７，２６８千円

企業立地促進費 １７，９１１千円

地域情報発信事業 ２１，５９６千円

観光施設管理事業 ３３，８２０千円

白河関の森公園管理費 ３６，１０３千円

複合型拠点整備工業用水道関係費 ５２，５０４千円

土木費

空き家対策事業 １２，０００千円

安全安心な生活道路河川保全事業（道路） １２０，０００千円

住みよい街づくり事業 ２００，０００千円

道路改良事業（交付金） １，０５６，９９２千円

身近な道路河川強靭化事業（河川） １７５，０００千円

景観形成事業 １４，１９２千円

歴史と伝統を活かしたまちづくり事業 ５７，０１３千円

公園整備事業 ７８，０４８千円

南湖政策事業 ２１，４９８千円

公営住宅ストック総合改善事業 １８５，４１２千円

消防費

常備消防費 ６４８，３９６千円

消防団運営事業 １３１，０９５千円

消防施設整備事業 ５７，６５９千円

災害対策事業 ３０，６８９千円

教育費

学校図書館利活用推進事業 ５３，４８３千円

不登校児童生徒適応指導教室事業 ２１，３８０千円

教員多忙化対策事業 ２４，０８５千円

施設改修費（小学校・中学校計） ５８，５８６千円

ＩＣＴ教育環境整備事業（小学校・中学校計） ３２，７１９千円

白河第一小学校建設事業 ７４，２６７千円

体育施設改修事業 １３６，４９０千円

文化振興費 １０，０１５千円

小峰城史跡整備事業 ４２９，０４３千円

南湖公園整備事業 １５５，９７４千円

公民館活動事業 ５，５３８千円
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文化交流館管理運営費 １８７，３０９千円

(2) 継続費

継続費の経費の総額及び年割額を定めるものであります。

(3) 債務負担行為

債務負担行為の事項、期間及び限度額を定めるものであります。

(4) 地方債

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるもの

であります。

(5) 一時借入金

一時借入金の最高額を５，０００，０００千円と定めるものであります。

(6) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第２１ 号 令和６年度白河市小田川財産区特別会計予算

予算総額は、１，６３８千円となり、前年度当初予算と比較して２，２２６千

円減額となり、５７．６％の減となりました。

歳入については、財産収入２８千円、繰入金１，６１０千円となり、歳出につ

いては、管理会費１４４千円、財産費１，３９４千円、予備費１００千円となり

ました。

議案第２２ 号 令和６年度白河市大屋財産区特別会計予算

予算総額は、３９８千円となり、前年度当初予算と比較して１，６７７千円減

額となり、８０．８％の減となりました。

歳入については、財産収入４千円、繰入金３９４千円となり、歳出については、

管理会費１３７千円、財産費１６１千円、予備費１００千円となりました。

議案第２３ 号 令和６年度白河市樋ヶ沢財産区特別会計予算

予算総額は、４６０千円となり、前年度当初予算と比較して３千円増額となり、

０．７％の増となりました。

歳入については、財産収入５千円、繰入金４５５千円となり、歳出については、

管理会費１３７千円、財産費２２３千円、予備費１００千円となりました。

議案第２４ 号 令和６年度白河市国民健康保険特別会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、５，５６２，５６７千円となり、前年度当初予算と比較して５２，

２３６千円減額となり、０．９％の減となりました。

歳入については、国民健康保険税８４８，６５７千円、使用料及び手数料１千

円、国庫支出金１千円、県支出金４，０２１，６８３千円、繰入金６８５，２７７
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千円、繰越金１千円、諸収入６，９４７千円となり、歳出については、総務費

１３２，３６２千円、保険給付費４，００７，３３２千円、国民健康保険事業費

納付金１，３０８，８０７千円、財政安定化基金拠出金１千円、保健事業費８２，

９６１千円、基金積立金１千円、公債費１千円、諸支出金１１，１０２千円、予

備費２０，０００千円となりました。

(2) 一時借入金

一時借入金の最高額を２００，０００千円と定めるものであります。

(3) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第２５ 号 令和６年度白河市後期高齢者医療特別会計予算

予算総額は、７５６，５４７千円となり、前年度当初予算と比較して５６，

２２７千円増額となり、８．０％の増となりました。

歳入については、後期高齢者医療保険料５６０，５６９千円、使用料及び手数

料２千円、繰入金１９３，７７２千円、繰越金１千円、諸収入２，２０３千円と

なり、歳出については、総務費１２，６５０千円、後期高齢者医療広域連合納付

金７３８，６９７千円、諸支出金２，２００千円、予備費３，０００千円となり

ました。

議案第２６ 号 令和６年度白河市介護保険特別会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、６，００５，４３１千円となり、前年度当初予算と比較して

１０４，０７２千円増額となり、１．８％の増となりました。

歳入については、介護保険料１，２４１，６２１千円、使用料及び手数料１千

円、国庫支出金１，３１１，３１５千円、支払基金交付金１，５５０，９４０千

円、県支出金８７３，７１０千円、財産収入１千円、繰入金１，０２７，７５４

千円、繰越金１千円、諸収入８８千円となり、歳出については、総務費１１９，

０６７千円、保険給付費５，５４７，９１９千円、地域支援事業費３３３，１９１

千円、基金積立金１千円、諸支出金２，２５３千円、予備費３，０００千円とな

りました。

(2) 一時借入金

一時借入金の最高額を２４０，０００千円と定めるものであります。

(3) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第２７ 号 令和６年度白河市地方卸売市場特別会計予算

予算総額は、１１，８６３千円となり、前年度当初予算と比較して５，７９６
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千円減額となり、３２．８％の減となりました。

歳入については、使用料及び手数料５，８１１千円、繰入金６，０５１千円、

諸収入１千円となり、歳出については、卸売市場費１１，５６３千円、予備費

３００千円となりました。

議案第２８ 号 令和６年度白河市水道事業会計予算

(1) 業務の予定量

業務の予定量は、給水戸数２４，１００戸、年間総配水量７，０６７，１３０

㎥、一日平均配水量１９，３６２㎥、主な建設事業の概要として改良費８３７，

３４２千円と定めるものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、営業収益１，１４２，８９１千円、営業外収益１２７，

３６２千円、特別利益１千円を予定し、その予定総額を１，２７０，２５４千円

と定めるものであります。

収益的支出については、営業費用１，１４８，１６１千円、営業外費用８６，

４４７千円、特別損失１，４７０千円、予備費５，０００千円を予定し、その予

定総額を１，２４１，０７８千円と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、企業債３５０，０００千円、他会計出資金４８，９２７

千円、他会計補助金１，４２３千円、工事負担金１千円を予定し、その予定総額

を４００，３５１千円と定めるものであります。

資本的支出については、建設改良費８４７，３４２千円、企業債償還金２７４，

５７７千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を１，１２２，９１９

千円と定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７２２，５６８千円は、

過年度分損益勘定留保資金１５２，６４９千円、当年度分損益勘定留保資金２９６，

２４３千円、建設改良積立金２００，０００千円及び当年度分消費税資本的収支

調整額７３，６７６千円で補填するものであります。

(4) 継続費

継続費の経費の総額及び年割額を定めるものであります。

(5) 企業債

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものでありま

す。

(6) 一時借入金

一時借入金の限度額を３５０，０００千円と定めるものであります。
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(7) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用

と定めるものであります。

(8) 議会の議決を経なければ流用することのできない経費

議会の議決を経なければ流用することのできない経費を職員給与費１２５，

１６７千円、交際費５０千円と定めるものであります。

(9) 他会計からの補助金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。

(10) たな卸資産の購入限度額

たな卸資産の購入限度額を８，０００千円と定めるものであります。

議案第２９ 号 令和６年度白河市工業用水道事業会計予算

(1) 業務の予定量

業務の予定量は、給水事業者数３社、年間総配水量１６４，２５０㎥、一日平

均配水量４５０㎥と定めるものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、工水営業収益１１，１６０千円、工水営業外収益４７，

７４５千円を予定し、その予定総額を５８，９０５千円と定めるものであります。

収益的支出については、工水営業費用４７，８１７千円、工水営業外費用１０，

０８８千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を５８，９０５千円

と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、他会計補助金５，２８３千円を予定し、その予定総額

を５，２８３千円と定めるものであります。

資本的支出については、企業債償還金４１，８９６千円を予定し、その予定総

額を４１，８９６千円と定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３６，６１３千円は、過

年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。

(4) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用

と定めるものであります。

(5) 他会計からの補助金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。

議案第３０ 号 令和６年度白河市下水道事業会計予算

(1) 業務の予定量
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業務の予定量は、水洗化戸数１８，８４５戸、年間総処理水量４，７５１，

１８２㎥、一日平均処理水量１３，０１７㎥、主な建設事業の概要として処理場

施設更新事業１００，１１０千円、農業集落排水事業（機能強化）１８４，３００

千円、浄化槽設置工事３９，５６５千円と定めるものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、営業収益８３１，９２３千円、営業外収益１，６１７，

９４０千円、特別利益３千円を予定し、その予定総額を２，４４９，８６６千円

と定めるものであります。

収益的支出については、営業費用２，２５２，７２２千円、営業外費用１９３，

７１４千円、特別損失４３０千円、予備費３，０００千円を予定し、その予定総

額を２，４４９，８６６千円と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、企業債２２７，９００千円、他会計補助金８９２，

４１０千円、国及び県補助金２４９，３７２千円、受益者負担金及び分担金２５，

７９１千円、工事負担金２２，５０１千円、その他資本的収入２６，２０７千円

を予定し、その予定総額を１，４４４，１８１千円と定めるものであります。

資本的支出については、建設改良費５８２，５０７千円、企業債償還金９９０，

４１３千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を１，５７３，９２

０千円と定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１２９，７３９千円は、

当年度分損益勘定留保資金１２９，７３９千円で補填するものであります。

(4) 債務負担行為

債務負担行為の事項、期間及び限度額を定めるものであります。

(5) 企業債

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものでありま

す。

(6) 一時借入金

一時借入金の限度額を５００，０００千円と定めるものであります。

(7) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用

と定めるものであります。

(8) 議会の議決を経なければ流用することのできない経費

議会の議決を経なければ流用することのできない経費を職員給与費９１，９７７

千円と定めるものであります。
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(9) 他会計からの補助金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。

報告第 １ 号 専決処分の報告について

報告第 ２ 号 専決処分の報告について

報告第 ３ 号 専決処分の報告について

上３報告については、市道の管理瑕疵に係る事故等の損害賠償について、地方

自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので、同条第２項の規定によ

り議会に報告するものであります。


